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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
生
が
築
く
日
米
の「
絆
」　
　
　  

◉
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
（
高
等
部
）　
事
務
室
　
大お

お

谷た
に

龍り
ゅ
う

太た
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（高等部）

　
慶
應
義
塾
の
一
貫
教
育
校
の
中
で
唯
一
日
本
国
外
に
あ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
学
院
の
生
徒
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
現
地
校

を
は
じ
め
近
隣
地
域
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
際
、
部
活

動
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
き
た
近
隣
の
高
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
か
ら
、
学
院
の
災
害
募
金
へ
多
く
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
募
金
活
動

を
は
じ
め
、
生
徒
に
よ
る
支
援
の
取
り

組
み
は
複
数
の
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
2
0
1
2
年
10
月
末
に
発
生

し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
サ
ン
デ
ィ
」
に
よ

り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
沿
岸
部
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
際
に
は
、
学
院
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
員
が
、
幼
児
用
お
む
つ
や

毛
布
な
ど
の
緊
急
支
援
物
資
を
募
り
、

被
災
地
へ
と
送
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

2
0
1
3
年
4
月
の
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ

ン
で
の
テ
ロ
事
件
後
は
、
学
院
の

N
ational H

onor Society

メ
ン
バ
ー

が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
を
開
催
。
集
ま

っ
た
募
金
を
、
テ
ロ
被
害
者
へ
の
援
助
を
行
う
非
営
利
団
体
へ
寄
付

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
支
援
活
動
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
近

隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
日
本
へ
い
た
だ
い
た
支
援
へ
の
恩
返
し
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
生
徒
が
主
体
と
な
り
行
っ
た
も
の
で
す
。
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
店
頭
で
買
い
物
客
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
食

品
を
寄
付
す
るFood D
rive

、
貧
困
層
家
庭
の
子
供
た
ち
へ
衣
類

を
寄
付
す
るClothing D

rive

、
そ
し
て
乳
が
ん
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
写
真
）
な
ど
、
災
害
時
に
限

ら
ず
、
米
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
則
り
、
地
元
の
高
校
生
と
同

じ
よ
う
に
学
院
の
生
徒
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
剣
道
部
、
コ
ー
ラ
ス
部
、
空
手
部
、
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
ダ
ン
ス
部
、
そ
し
て
茶
道
部
な
ど
に
所
属
す

る
生
徒
は
、
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
地
元
イ
ベ
ン

ト
に
も
数
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
日

米
文
化
交
流
に
対
す
る
志
が
評
価
さ
れ
、
過
去

2
年
に
わ
た
り
、
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し

たM
asterCard W

orldw
ide

で
開
催
さ
れ
る
、

ア
ジ
ア
文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト
に
生
徒
が
招
待
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、N

ortheast C
ouncil of 

T
eachers of Japanese

（
米
国
北
東
部
日
本
語

教
師
会
）
が
主
催
し
、
国
連
国
際
学
校
で
開
催
さ

れ
る
高
校
合
同
文
化
祭
「
春
祭
り
」
で
は
、
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
の
ス
キ
ル
が
認
め
ら
れ
、
学
院
の
生
徒

が
総
合
司
会
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
高
校
生
対
象

の
日
米
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
最
大
級
の

も
の
で
、
日
本
語
を
学
ぶ
高
校
生
が
毎
年
4
0
0
名
以
上
参
加
し

ま
す
。

　
学
院
の
生
徒
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

と
き
に
は
文
化
交
流
に
お
け
る
日
本
大
使
と
し
て
日
米
の
「
絆
」
を

築
い
て
い
ま
す
。


